
 
今年も残りわずかとなりました。この一年、コロナで生活 

は一変してしまいました。これから先もこのような状態が続 
いたら、人と人の繋がりがどうなってしまうのかと危惧して 
います。 
 計画していたグラウンドゴルフ大会（12/13）も中止としま 
した。ほとんどの行事が出来なくなる状況ですが、環境整備は 
手掛けたいと思います。吉川公⺠会から要望がありました道路 
整備（吉川―大口へ抜ける線路跡）を 1 月 24 日に計画しまし 
た。後日改めて、公⺠会⻑よりお知らせさせて頂きます。 

ご協力よろしくお願いします。少しずつでも、前に進んで行 
きたいと思っています。  （木下） 
 
 

 
 
 
   
 
 

 
 

    簗平公民会  ころばん体操訪問   （近藤） 

 
『ここ 1 か月参加できんかったけど、来ると調子がよかよ』 

おっしゃるのは御年 90 歳のおばさま！ 

            １2/4 の参加は 11 名 うち男性は 2 名でした。 

4 月から集落で開くようになって 

参加人数も増えたとのこと。 

コロナでお休みもありましたが、 

8 月より再開できたそうです。 

ラジカセから流れる童謡に合わせて 

身体をゆっくり曲げ伸ばし！ 

もちろん、童謡も口ずさみながら。 

穏やかで、ゆっくりとした時間が過ぎて行きました。 

集落でやってくれるので、誘い合って参加できることが 

良い点だそうです。自分の都合で行ける！ 

そこもプレッシャーにならずに、よいのかなと感じました。 

⻄郷菊次郎顕彰例祭が執り行われました。  
今年は、理事、役員のみの出席となりました。祝詞

の言葉に深く感銘し、郷土の誇りである菊次郎先生の
偉徳を、将来にも引き継いで行かなければならない
と、思いました。永野区⺠全員に、ご協力を頂いてお
りますことに、心より感謝申し上げます。 （久松） 
                       

 

11 月 24 日、永野区公⺠会⻑研修会として、感染防止を考
慮し、さつま町内の視察を開催しました。 

最初の訪問地は求名の生ゴミの堆肥化施設。薩摩工務店様
のご協力で、施設の概要や異物混入事例、できた堆肥の無償
提供について教えて頂きました。丸ごとの野菜や果物も堆肥
化に時間がかかるため、ある程度切って入れて欲しいとのこ
と意外でした。 

次に佐志のクリーンセンターへ。施設の概要とリサイクル
への取り組み等について講義をうけ
ました。資源ごみには、その質によ
って等級がつけられ、取引価格に反
映されるそうです。さつま町の資源 

ごみは、例年最高の等級（皆様の分別が優秀）。その後、オ 
ペレーション室へ案内され、燃焼状況や、ごみを均質化する 
撹拌装置のクレーン操作も、興味深く見学しました。 

昼食後は、平川へ。永野交流館は、５年後は指定管理の、
更新がないことが決定しており、築 45 年経過の館の今後を 
検討しています。先行事例として 
平川公⺠館を訪問し、新築した経緯 
を、現と前の公⺠会⻑、会計の⽅に 
お話しを伺い、新しい公⺠館の見学 
もしました。 

最後に⻁居の宗功寺公園へ。宮之城島津家の菩提寺跡で、
歴代の当主と、その家族や殉職した家来の墓が、保存されて
います。たまたま居合わせたガイドに説明をお願いすること
ができ、ただ看板を読んで回るより、格段に理解が深まりま
した。             （総務部⻑ 下簗） 
 

宗功寺 

永野区の皆様にはコロナ禍の中、公民館活動にご協力頂き、ありがとうございました。 

どうぞ、お身体にご留意され、お過ごし下さい。新しい年が皆様にとりまして 

素晴らしい年になりますよう、心よりお祈り申し上げます。  永野区役員一同 

永野小学校 伝統の棒体操 44 年!! 
―永野人なら誰もが出来る― 

創作者である 辻松 信子 先生にインタビューしました  
 
 
 
徳之島出身の私にとって、永野は凄く寒く、言葉もよくわから

なかったけど、子供たちの目はキラキラ輝き、PTA や地域の皆様
は何事にも協力的でした。 

永野にある物（竹）を使い、リズミカルで 1 年生にでも出来る   
体操が、あればという思いで考えられ、選曲はご主人（靖浩先生）、
ご家族で分担して作られたそうです。 

信子先生は、ご子息に当時の事を聞いてみたら棒を使って体操
すること、棒（竹）に色テープが巻かれていたので、何色がいいか
なぁと、選ぶことが楽しみだった。と話されたそうです。 
『定年まで教職を続けられたのも、 
皆様のご協力があったからです。 
定年退職後は他の地でと、考えてい 
ましたが、今はここで暮らしていき 
たいと思っています。』と話されました。  （12 月７日） 

こんなに ⻑く続けてもらえるとは  
思っていませんでした  
， 
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区⺠の皆様へ 
各集落での草刈り、清掃等をして

頂きましてありがとうございます。 
地域の話題等、区便りに掲載したい
と思いますので、何でもお知らせ下
さい。 

晩秋の穏やかな陽気の中、 

ゴミについて学習し、 

永野区の将来の館のイメージを膨らませ、 

悠久の歴史に思いを馳せる充実した一日 


